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２．森林炭素クレジット市場の将来展望 
３．今後の潮流 



１．炭素クレジットを通じた森林保全・植林プロ
ジェクトに企業が投資する意義 
 

種類 トリプルボトム 企業活動 

CSR 

経営・経済 
コンプライアン

ス等 

社会 社会貢献等 

環境 

CO2 

生物種保全 

水枯渇等 

トリプルボトムライ
ンを理解しなければ
買い手はいない 



環境への取組み    何を行なうのか？ 

 
公害 
生物種の減少 
放射能 
温暖化 
森林減少 
砂漠化 
水枯渇等々 

企業の事業活動との関連性・ストーリー性が求められる 



２．森林炭素クレジット市場の将来展望 
炭素クレジット 何を買うのか？ 

国内産    J-VER （吸収源有り） 
    国内クレジット 
    東京都環境確保条例等 
    VER 
 
海外産   CER 
    VER 
    REDD+等（今後） 



３．今後の潮流 

• 環境貢献／貢献が見えやすいプロジェクト 
• 人道支援に繋がるプロジェクト 

【新聞掲載】石垣市商工会 震災復興型カ
ーボンオフセット（環境新聞4月28日）
この度、石垣市商工会の震災復興型カー
ボンオフセットの取り組みが、環境新聞
に掲載されましたので、ご報告いたしま
す。本取り組みでは、石垣島の商店街で
行われたクリスマスイベントに係って排
出されたＣＯ２を、福島県南相馬市の温
泉施設より創出されたクレジットを用い
てカーボンオフセットいたしました。資
金の１０％は震災復興支援プロジェクト

「CHALLENGE TO CHANGE 
JAPAN」に充てられ、地球温暖化対策と
震災復興支援の両方に貢献するイベント

となりました。 

新聞掲載例 
日刊工業新聞2012/4/7 



３．今後の潮流（例） One Forest One Community For Food Security Pilot Project の実施場所  
モザンビーク共和国ガザ州マバラネ郡ンワマンジェレ村、シャヴェ村  

~木炭生産の最前線~  
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